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ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

『今後の道徳教育の改善・充実方策について(報告)』

(平成 25 年 12 月)では、道徳教育について「自立した

一人の人間として人生を他者とともによりよく生きる

人格を形成することを目指すもの」と述べられている。

そのため、道徳教育を通じて、個人が直面する様々な

状況の中で、自分に何ができるかを判断し、手立てを

考え、実践できるようにしていく力を培う必要がある。  

そこで、児童にとって、最も身近な社会である“学

級”へ視点をあてた。学級集団の中で良好な人間関係

づくりを学び、他者や社会へ主体的に関わることを通

して、集団の中で「よりよく生きる力」を育成するこ

とにつながるのではないかと考えた。 

本稿では、「互いに個性を認め合い支え合える学級づ

くり」を主題に、道徳授業と学級活動の時間を組み合

わせ一定のテーマに基づいた小単元プログラムに関す

る実践の成果と課題を報告する。 

ⅡⅡ．．主主題題設設定定のの理理由由  

((11))連連携携協協力力校校のの児児童童のの実実態態

行事に向けて活発に取り組んだり、友達の頑張る姿

を見て互いに高め合ったりするなど何事にも真面目に

一生懸命取り組む児童が多い。 

 一方で、他者との関わり方に気になる場面も見られ

た。以下に 4点例を挙げる。 

・やる気のなさや他者批判をする子の言動が、学級全体に広

がりやすい。 

・気の合う仲間同士だけでよりそい新たな人間関係を築こ

うとする意欲が低い。

・学級の問題を自分事だと感じる意識が低い。

・集団の中で自分を表現することに不安を感じる。

 上記であげたような現状を改善したいと考え、本主

題を設定した。 

((22))個個性性をを認認めめ合合いい支支ええ合合ええるる学学級級集集団団ととはは

『小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 特別

活動編』では、「個性」について、個人特有の特徴や性

格であると述べている。そして、「個性の伸長は、自分

のよさを生かし更にそれを伸ばし、自分らしさを発揮

しながら調和のとれた自己を形成していくことであ

る。」と定義している。 

よって、個性については、以下のように捉えた。 

①その人がもっている特徴や性格など、自然性のもの。

②その個性を自覚させるためには、第三者の存在が必要であ

ること。

③特徴や長所を育成することが個性の伸長であること。

 前澤(2012)は「認め合える学級」について、「主体的

に自他を肯定的に捉えようとする意識を全員がもって

いること。」と定義している。 

 品田(2017)は「支え合える学級」について、「仲間が

困っていることに気づき、助けたいと思い、相手にと

ってプラスになる行動を起こすことができる子が大多

数である集団である。そのためには、相手の感情や考

えを相手の枠組みで理解する共感性を育てる支援が必

要である。」と定義している。 

そこで主題に迫るために、次の 2点が大切であると

考えた。 

①一人一人が多様な個性をもっていることに気づかせ、自他

ともに肯定的に捉えようとする意識を高めること。

②自己理解や他者理解のチャンスがある体験を多く設定し、

全体の共感性を高めていくこと。

((33))道道徳徳教教育育とと特特別別活活動動のの関関連連

『小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 特別

活動編』の目標に、「集団活動に自主的、実践的に取り

組み」、「互いのよさや可能性を発揮」、「集団や自己の

生活上の課題を解決」などが記されている。また、目

指す資質・能力には、「多様な他者との協働」、「人間関

係」、「自己の生き方」、「自己実現」など、どちらも道

徳教育がねらいとする内容と共通している面が多く含

まれている。特別活動の集団活動や体験的な活動は、

日常生活における道徳的な実践の指導を行う重要な機

会と場であり、道徳教育において果たす役割は大きい

と述べている。そして、集団活動を通して身につけた

い道徳性について以下のように示されている。 

・よりよい人間関係を形成しようとする態度

・みんなのために進んで働こうとする態度

・自己のよさや可能性を大切にして集団活動を行おうとする

態度 

これらのことから、道徳教育と特別活動を関連づけ、

多様な他者と協働したり、集団の一員としてよりよく

生きる方法を試行錯誤したりすることで、個と集団が

共存していく力が育成されるのではないかと考えた。 

ⅢⅢ．．先先行行研研究究  

((11))学学級級集集団団のの発発達達段段階階のの捉捉ええ方方ととポポイインントト

河村(2013)は、親和的な学級集団を育成していくた

めには、自他を肯定的に受け止め、認め合う関係を形

成させることが必要であると述べている。 

集団の成長にはある程度段階があり、大きく分ける

互互いいにに個個性性をを認認めめ合合いい支支ええ合合ええるる学学級級づづくくりり  

――道道徳徳授授業業とと学学級級活活動動のの実実践践をを通通ししてて―― 

上野・平野（2020）では，大学生を対象に個人と
集団活動を通したレジリエンス・プログラムを実施

し，プログラムに妥当性があることを明らかにして

いるが，本研究の結果から小学生用に改変した本プ

ログラムも小学校高学年に一定の効果が認められる

可能性が示唆された。藤原・小泉（2017）は，学校
でレジリエンスという概念を意識し，育成していく

試みはほとんど見られないとし，小学生の発達段階

を考慮した，レジリエンスを高めるための効果的・

計画的な指導法を検証していくことが必要であるこ

とを指摘している。研究 1でレジリエンスが学校適
応感を有意に高めることが明らかになっていること

からも，小学生を対象に，実践の中でレジリエンス

を高める本プログラムは，重要な意義があると考え

られる。

本本研研究究のの限限界界とと課課題題

本研究の結果から，レジリエンスと学級適応感は

関連があることが明らかとなり，また上野・平野

（2020）に基づいて作成した小学生用の４回のレジ
リエンス・プログラムは，「楽観性」「挑戦性」「内

面共有性」を高め，レジリエンスを高める実践とし

て効果を示すことができた。しかしながら，本研究

において，いくつか課題が残されたため，本研究の

限界と課題について３つ述べる。

一つ目は，レジリエンスの中でも「積極的活動

性」の得点は有意な変化が認められなかったことで

ある。この点については今回作成した４回の実践に

おいて高めることができなかった。したがって，今

後は「積極的活動性」を高めていく実践も検討する

必要があるといえる。

二つ目は，調査デザインである。本研究では，実

験群と統制群を設定した実験計画ではなかったた

め，今後は実践群と統制群を設定し，より正確な介

入方法を考えていくことが必要である。

三つ目は，介入対象者の年代や属性である。本研

究では，公立小学校の５年生を対象に調査を行っ

た。今後は本プログラムの汎用性を高めるために

も，他学年を対象とした調査が必要である。

以上のような課題は残されたが，今後はこれらの

課題をもとに，引き続き，学校現場で介入可能なレ

ジリエンスを高めるための実践について効果検証を

行い，困難な出来事に出会っても回復する力をもっ

た子どもの育成に寄与していくことが期待される。
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と以下の 4つに分類されている。 

①混沌・緊張期[集団初期] ②小集団成立期[中期] 

③中集団成立期[後期]   ④自治的集団成立期[完成期] 

 これらのことから、集団の発達段階を考慮し、教師

が他集団との協同的な活動を設定することが必要であ

る。一人一人がふれあいのある人間関係を形成するこ

とで、集団の輪がより大きくなると考えた。 

((22))パパッッケケーージジ型型ユユニニッットト  

 田沼(2017)は、一定のテーマに基づいた小単元プロ

グラムを「パッケージ型ユニット」と称し、子ども一

人一人の道徳的課題意識を最大限に引き出すことがで

きるとしている。取り組む際の視点とパターンを 3つ

ずつ示している。 

(1)年間 35 時間の道徳科授業を大単元、つまりユニット

(unit)として捉える。 

(2)学期ごと、節目ごとに事項の道徳的実態や道徳教育重点

目標に照らして重点的指導内容を明らかにする。 

(3)年間指導計画に小単元プログラム(パッケージ型ユニッ

ト)を組み込む。 

先行研究では、パターン②を活用した実践が多く見

られた。しかし、本研究ではパターン③を活用するこ

ととした。道徳授業を核とし、体験活動を連携させる

ことで物事を広い視野から多面的・多角的に捉え、よ

りテーマに迫ることができるのではないかと考えたか

らである。 

((33))道道徳徳授授業業とと学学級級活活動動  

  柳沼(2013)は、「従来の道徳授業をそのまま教科化

してもそれほど実効性は高まらないため、児童の日常

生活の問題解決に役立つようなスタイルに道徳授業を

根本から再構築する必要がある」と述べている。また、

植木(2014)は、「道徳の時間と関連付けた道徳的実践を

日々の学級活動の中で繰り返し行うことにより、その

活動が意識付けとなって規範意識を効果的に醸成させ

ることができた」と述べている。 

 以上のことから、道徳授業と学級活動を効果的に組

み合わせることで、道徳授業を通して児童の日常的な

課題に問題意識をもたせ、それに関連付けた体験活動

をすることで、思考がより実感をもった気づきに変化

し、よりよい集団形成につながると考えた。 

((44))小小ささなな道道徳徳  

鈴木（2018）の提唱する「小さな道徳授業」とは、

10〜15 分でできる道徳授業のことである。児童の実

態に合わせて活用したい教材と、2・3 個の発問でで

きるため、朝の会や授業の合間など、様々な場面で活

用できるものである。小さな道徳を、パッケージ型ユ

ニットに組み込むことで、授業間の結びつきを強くし、

児童の新たな認識の芽生えや問題意識の持続・向上を

促すことができると考える。 

((55))構構成成的的ググルルーーププ・・エエンンカカウウンンタターーととはは  

  國分(2004)は、構成的グループ・エンカウンター

(以下 SGE )について、「集団学習体験を通して行動

の変容と人間的な成長をねらい、本音と本音の交流

や感情交流ができる親密な人間関係づくりを援助す

るための手法である。」と述べている。SGE は、①イ

ンストラクション②エクササイズ③シェアリングの

3つの活動から構成されている。エクササイズは、

自己理解・他者理解・自己受容・感受性の促進・自

己主張・信頼体験を促進するために 6つのねらいが

組み込まれている。 

 このことから、エクササイズを通して、仲間と交

流する機会を充実させることで、自他理解を促進し

共感性を高めることにつながると考えた。 

ⅣⅣ．．研研究究構構想想  

((11))研研究究のの目目的的  

道徳的実践意欲と態度の育成を目標とする道徳授業

と道徳性の発達に関わる実践的・体験的活動を行う学

級活動の時間を中心にユニットを構成し、学びに「つ

ながり」をもたせることで、児童の人間関係の育成や

居心地の良い学級づくりにつながるようにすることを

目的とする。 

((22))研研究究仮仮説説  

(1)学級集団の発達段階に合わせてパッケージ型ユ

ニットのテーマを構成することによって、児童

の認識の変容を促すことができるだろう。 

(2)日常生活の言動の変容を教師が捉え、意味づけ

ることで自他のよさに気づき互いに認め合い、

集団の中で自己を生かすことができるだろう。 

((33))目目指指すす子子どどもも像像  

自他のよさに気づき互いに認め合い、集団の中で自

己を生かすことができる児童  

((44))研研究究のの手手立立てて  

手手立立てて①①「「パパッッケケーージジ型型ユユニニッットト」」【【仮仮説説１１】】  

((アア))パパッッケケーージジ型型ユユニニッットト構構成成方方法法  

目指す子ども像に近づくために、児童の実態からテ

ーマを設定し、道徳授業と体験活動を関連付けたパッ

ケージ型ユニットを行うこととした。より、テーマに

迫るために、教材の選定や組み合わせ方等を工夫した。     

また、学級の発達段階を考慮し、パッケージを重ね

るごとに集団の輪が広がるよう組み立てた。以下に、

パッケージ型ユニットの構成方法と 4つのパッケージ

のねらいを示す。 

 

パターン① 
テーマに迫るために１教材を複数時間で取り

扱う 

パターン② 
テーマに迫るために、異なる内容項目を組み

合わせて複数時間のユニットを組む 

パターン③ 
中心となるテーマを、他教科と連携してユニ

ットを組む 
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【【資資料料 11::パパッッケケーージジ型型ユユニニッットト構構成成方方法法】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【資資料料 22::学学級級集集団団のの発発達達段段階階ととパパッッケケーージジののねねららいい】】  

((イイ))道道徳徳授授業業  

鈴木(2017)は、「道徳の時間は学級づくりの時間であ

り、ねらいを明確にして授業を行えば、道徳授業で児

童の認識がどのように変容したかを捉えることができ

るようになる」としている。そして、「道徳授業での児

童の認識の変容は、日常生活の言動の変容にもつなが

り、それを教師が的確に把握し、評価することが大切

である」と述べている。児童の認識の変容を促すため

には、児童に新しい認識や既にもっている認識への深

まりを感じることができる授業づくりの工夫が必要で

ある。よって、以下の 3点を工夫する。 

①教材を分析して「新しい認識」「深められる認識」を見抜

き、ねらいに位置付ける。 

②導入で、ねらいにつながるように問題意識を高める。 

③終末で、授業の学びを児童の生活と結びつける。 

さらに、テーマに合わせた「小さな道徳授業」を組

み合わせることで、問題意識の持続や向上につながり、

児童により一層の認識の変容を促し、自他の考えやよ

さを理解し、互いに認め合えるようにする。 

((ウウ))構構成成的的ググルルーーププエエンンカカウウンンタターー((SSGGEE))  

品田(2017)は、「SGE を活用し、自己理解や他者理解

のチャンスがある体験を多く設定することで、全体の

共感性を高めていくことができる」と述べている。特

に、シェアリングで自他の気づきを表現させ、グルー

プや全体で発表し合う活動を日常的に行えば、自己理

解や他者理解につながり、共感性を育むことができる

としている。仲間との交流する機会を意図的に作り出

し、他者との関わりを深められるよう工夫した。 

手手立立てて②②「「１１枚枚ポポーートトフフォォリリオオ((OOPPPP シシーートト))」」【【仮仮説説２２】】  

OPP シートは、日々の学習内容を記録していくも

のである。単元のまとめでは、学習の「はじめ」「ま

んなか」「おわり」を比較しながら、自分の学びの変

容を可視的に振り返ることで思考を整理し意識を継

続することができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【資資料料 44::一一枚枚ポポーートトフフォォリリオオ】】  

手手立立てて③③「「道道徳徳通通信信」」【【仮仮説説２２】】  

道徳通信は、児童の「授業のふりかえり」、「4 コマ

漫画」、「教師からのコメント欄」で構成されている。 

「授業の振り返り」は、数人の児童の OPP シートを活

用し、ねらいを捉えている考え方や考え方の幅を広げ

るもの、新たな問題意識が芽生えるようなものを抽出

し掲載する。「4コマ漫画」は、授業の中で印象に残っ

た場面や次の授業への興味をもたせるような内容を掲

載することで児童が興味を示しやすくなる工夫をする。

「教師からのコメント欄」は、授業中や日常生活でみ

られた児童の良い姿や行動を紹介し、授業との結びつ

けをしながら児童の行動を価値づける。よって、1 時

間の授業同士のつながりや、長期的に道徳的価値につ

いて考える場面を与えることができるようにする。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

【【資資料料 33::道道徳徳通通信信基基本本的的構構成成】】  

〈表〉 

 

〈裏〉 

各時間における 

振り返り 

単元全体の 

振り返り 

ねねららいい

【【◎◎目目指指すす集集団団のの発発達達段段階階  ●●単単元元ののねねららいい】】

◎新たな友達関係形成のきっかけづくり

●友達と関わることのよさについて考え、ふれあいの時間を通して友達の輪

を広げ、自己開示ができる温かい雰囲気を育成する。

◎居場所となる小集団づくり

●自分を見つめる活動を通して、自己理解を促進させる。自分のできること

だけでなくできないことにも目を向けることで、他者と助け合って生きてい

こうとする意欲を高める。

◎小集団から中集団への集団づくり

●自己理解を通して他者理解を促進させ、一人一人が多様な個性をもってい

ることに気づかせる。自他を肯定的にとらえ、互いに認め合うことができる

ようにする。

◎学級集団における個の自覚、自己・他者理解

●『よい集団』を捉え直し、学級の中で自分の役割自覚や仲間に対して積極

的に思いやりのある行動ができる学級を目指す。

学学級級集集団団のの発発達達段段階階 時時期期 テテーーママ

[Ⅰ]初期 4月・5月 友達と仲良くしよう！

[Ⅳ]後期〜完成期 11月 よいチームを目指そう！

[Ⅱ]初期〜中期 6月・7月 自分を見つめよう！

[Ⅲ]中期〜後期 9月・10月 友達を大切にしよう！

手手順順 内内容容

【【児児童童のの実実態態把把握握】】

・キーワードの決定

【【パパッッケケーージジ終終了了後後のの児児童童のの認認識識のの把把握握】】

・どのような認識の変容や行動が望ましいのか明確にする

【【テテーーママ設設定定】】

・育みたい力を目標として掲げる

【【教教材材のの選選定定】】

・複数の教科書，他学年の教科書，広告(ポスター等)，

漫画等から幅広く素材を選択する

【【教教材材のの組組みみ合合わわせせ方方のの決決定定】】

・授業ごとにテーマが深まる組み合わせにする

【【教教材材研研究究】】

・教材ならではのねらい(本時の目標)を設定する

1

2

3

4

5

6

 
 
    
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

タイトル 

〈児童の授業のふりかえり〉 
〈教師からのコメント欄〉 

〈4コマ漫画〉 
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((44))  検検証証方方法法  

・教育活動における児童の発言や気付き 

・抽出児の変容観察と考察 

・授業の振り返りシート(OPP シート) 

・学級風土尺度を基にしたアンケート 

((55))  研研究究構構想想図図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

  

((33))単単元元計計画画  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ⅤⅤ．．授授業業実実践践のの具具体体とと考考察察①①  

((11))  パパッッケケーージジ型型ユユニニッットトⅡⅡににつついいてて  

対 象：愛知県公立 T小学校 第 5学年 2組(32 名) 

期 間：令和 4年 6/23(木)〜7/4(月) 

単 元：パッケージ型ユニットⅡ 

［自分をみつめよう！］ 

 年度当初、前年度の同クラス同士の小集団が目立っ

ていたが、児童同士の交流が少しずつ活性化し、新た

な小集団が形成されたり、小集団同士がつながったり

するようになった。しかし、友達関係が内に閉じてお

り、孤立している児童や自己開示が苦手で、自分をう

まく表現することができず不安そうな表情をしている

児童もいた。よって、単元を通して、自分自身を見つ

め、自分には他人と違うところがあることを肯定的に

捉える意識を育てていくこととした。そこで、パッケ

ージ型ユニットⅡのテーマを、「自分を見つめよう！」

とし、自己理解を深めることをねらいとした。以下は、

授業の実践と考察である。 

((22))抽抽出出児児ににつついいてて  

  本研究における抽出児として、次の３人を選定した。 

〈〈抽抽出出児児 AA【【悲悲承承認認群群】】〉〉  

・教室にいて一人で過ごすことが多く、集団の中にいると不

安そうな表情をよくしている。 

〈〈抽抽出出児児 BB【【学学級級生生活活満満足足群群】】〉〉  

・興味や関心がある学習に対しては前向きに取り組む。 

〈〈抽抽出出児児 CC【【非非承承認認群群】】〉〉  

・自己肯定感が低く、他者の気持ちを考えるのが苦手。 
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((44))授授業業のの実実際際  

【【実実践践①①】】  小小ささなな道道徳徳「「いいいいねね！！」」  

教材を通して、自分のよさを探究したい意欲を芽生

えさせ、次の教材への意識を高めた。本の冒頭に書か

れている、『ボクも、アタシも、みんなみんな「いいね」

を持っている。心の中や、体の中に。いっぱいいっぱ

い、持っている。』という言葉に注目させ授業を行った。 

現段階で児童が考える自分のよさを知るために以下

の発問をした。 

発問：どんな「いいね！」を見つけられますか？ 

 児童の思考を広げるため列指名を行った。自発的な

考えや、他者からほめられた経験から発表する子がい

た中で、抽出児 Aは、自分の順番がきても黙り込み、

「いいねはわからない。」と答えた。他の児童も自分の

よさを自分自身では感じにくい様子だった。そこで、

「これからの活動を通して小さな『いいね！』を見つ

けていきましょう。」と全体に伝え、授業の感想を書か

せ、授業を終えた。この時、抽出児は以下のように振

り返っている。 

A：自分は人のこととかをいいとあまり思わないので、いい

ねはわかりませんでした。 

B：「いいね」って、本当に人にはたくさんあるのかわからな 

い。 

C：「いいね！」を持っていると、自分では感じにくい。 

【【資資料料 55::実実践践①①ににおおけけるる抽抽出出児児のの振振りり返返りり】】  

【【実実践践②②】】  SSGGEE「「いいいいねね、、ミミッッケケ！！」」  

概要 

方 法：1 週間、自分のことを見つめる期間を設け記録用紙

に記録する。 

ねらい：自己理解・自己受容 

工夫点①児童の実態に合わせて、エクササイズにアレンジを

加えること。 

②シェアリングの充実をはかること。 

児童一人一人が、自分の良さやできたことを見つけ

られるよう、１週間自分記録を行った。実際に児童が

見つけた「いいね！」を以下に示す。 

・自分から挨拶ができた。 

・傘を貸してあげたら「ありがとう」と言ってもらえた。 

・給食をしっかり噛んで食べることができた。 

・夜の 8時に寝て、朝の 5時半に起きることができた。 

・掃除の時間に丁寧に机を拭いたら雑巾が真っ黒になった。 

 【【資資料料 66::11 週週間間のの「「いいいいねね、、ミミッッケケ！！」」記記録録】】  

この時、抽出児は以下のように振り返っている。 

A：傘を貸したり、虫が苦手なこのために虫を退治したりし

た。自分の「いいね！」を見つけるためには、相手を思い

やる気持ちが大切ということに気がついた。 

B：「いいね！」がたくさんあり、「いいね」があるのは人間

の特徴だとやっと理解できました。 

D：友達に対して気遣う気持ちを持っているだけで、周りか

らは「いいね！」を持っていると感じられることが分か

った。 

【【資資料料 77::実実践践②②ににおおけけるる抽抽出出児児のの振振りり返返りり】】  

【【実実践践③③】】道道徳徳通通信信「「いいいいねね、、ミミッッケケ！！交交流流」」  

交流の場面では、1 週間の記録の中から、自分が特

に「いいね！」と思うものを 3つ選択させた。グルー

プごとに、「いいね！」を読み合い、ほめあう時間を設

けた。抽出児以外にも児童の変容が見られた場面があ

った。  

【場面】 

・1週間欠席していた児童のワーク 

 シートが空欄だった。その時、同 

じ班の児童 Eが「〇〇さんのいい 

ねを見つけたんだけど、書いても 

いい？」と質問に来た。 

【児童の変容】 

・自己を見つめる活動を通して、他者理解を促進させた。 

活動を通して自分が感じたことを文章化し、友達が

考えたことを聞くシェアリングの時間を大切にするこ

とで、「友達とのつながり」を感じられ温かい雰囲気が

学級全体に広がっていくように感じた。  

【【実実践践④④】】道道徳徳授授業業「「ななんんだだろろううななんんだだろろうう  『『自自分分』』っってて、、ななんんだだろろうう。。」」  

SGE の活動をとおして、自他のよさに気づく児童が

増加した。しかし、中には「友達のいいねは意外と見

つけやすいけど、自分のいいねを見つけるのは難しい。」

と考える児童もいた。よって、現状の児童の思考を教

材と関連づけながら、別の視点で自己を見つめられる

ような実践を行った。 

授業では、資料 8をメインに取り上げ発問した。 

 

 

 

 

 

 

 

【【資資料料 88::ななんんだだろろううななんんだだろろうう挿挿絵絵】】  

発問：「ぼくは〈自分を「外」から見ること〉ができないから」

の〈〉には、どんな言葉が入ると思いますか？ 

〈〉の部分を空欄で示し、児童は様々な意見を出し合

った。イラストに目を向けるよう指示した後、〈〉の内

容を伝えると、『「外」から見るってどういうこと？』

と疑問に感じる児童が多くいた。自分を客観視する認

識が低いように感じた。そこで、次の発問をした。 

発問：どうしたら自分を「外」から見ることができるだろう？ 

 この発問に対して、「友達や家族に聞いてみる」「日

記を書いてみる」「友達の表情から自分を見る」などの

ように自分を客観視できている児童もいた。しかし、

「鏡で見てみる」「カメラで撮影する」など短絡的な思

[児童Eの記述] 

自自分分のの頭頭のの中中かからら  

自自分分をを外外かからら  

見見よよううととししてていいるる  

イイララスストト  

他他者者をを周周りりかからら  

眺眺めめてていいるる  

イイララスストト  
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考の意見も出た。「友達の表情から自分を見る」という

ことは、「他人を自分の鏡として捉えて見る」と言い換

えることができる。児童から出てきた“鏡”という言

葉をキーワードにして 2つの考えを比較することで、

浅い言葉の捉え方をしていた児童の認識の変容を促す

ことができたかもしれない。授業の中でいい考えをも

っている児童や浅い言葉の捉え方をしている児童の発

言を活かし子どもの思考が広がる授業を展開していく

力が必要であった。この時、抽出児は以下のように振

り返っている。 

A：自分のことは少しでもわかるようにして自分のいいとこ

ろを見つけていきたい。 

B：自分を見つめられていないから、自分のよい所を見つけ

られていないと分かった。前に、「自分によい所はある？」

と聞かれた時、「ある」と答えられなかったのも、自分を

探せられていなかったからだと分かった。自分を見つめ

るのが大切だと感じました。 

C：自分は…なんだろうね。自分のことはいっぱい知ってる

のに自分が何かはわかりません。 

  【【資資料料 99::実実践践④④ににおおけけるる抽抽出出児児のの振振りり返返りり】】  

実践④で押さえられなかった児童の認識の捉え直し

をするために道徳通信②を発行し、朝の活動を行った。

「児童の振り返り」と「教師のコメント欄」を活用し、

授業時間で伝えきれなかった内容を補充・強化した。

以下に実際配布した道徳通信を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【【資資料料 1100：：配配布布ししたた道道徳徳通通信信②②】】  

【【実実践践⑤⑤】】  道道徳徳授授業業「「結結局局ででききずずじじままいい」」  

  これまでは、自分のよさに目を向けて考えを深めて

きた。実践⑤では、「自分の中にあるできないこと」に

視点をあてている。本の内容から 3つ選択し、紙芝居

形式で紹介したことで児童の教材への興味関心が高ま

った。その後、以下の発問をした。 

発問：あなたはできないことがあったらなんとかしたいと思

いますか？ 

 この発問には○×で答えさせることで、全員が自分

の意見を持てるよう工夫した。この時点では、○と答

えた児童が半数以上だった。理由は、「諦めたくないか

ら」「できることは嬉しいけど、できないことってなん

かカッコ悪いから」という意見が出た。そこで、次の

ような発問をした。 

発問：なんでヨシタケさんは、『解決への努力ができ

ない。できないことは楽しいことでもあるか

らだと思います。』と言っているのだろうか。 

 

 

 

 

 【【資資料料 1111::結結局局ででききずずじじままいい挿挿絵絵】】  

  2 枚の挿絵に着目させながら、作者の気持ちを考え

た。左の挿絵に関して、「確かに！全部手に入ってしま

うとおじさんみたいにつまらん…ってなる気がする！」

「できないことがあったらなんとかしたいって思って

いたけど、できない何かに挑戦していた時間を実は楽

しんでいたのかもしれない」と考えに変化がみられた。

右の挿絵では、「そっか！どんなに頑張ってもできない

ことってある！だから助け合うことが大切なのか。」と

いう意見がでた。振り返りからも多くの児童の中で、

できないことに対する認識の変容が見られた。この時、

抽出児は以下のように振り返っている。 

A：なんでもできるようにしようと思っていたけど、友達と

できないことを助け合っていくことが大切だと思った。 

B：できないことがない人は、羨ましいと思ったけど、今回

の勉強で、苦手なことがあってもいいという逆の発想が

あり驚きました。自分は、できないことがいっぱいある

と思っていたら、もっともっといっぱいあってびっくり

したけど、できることもいっぱいいっぱいありました。  

C：人にはそれぞれ個性があることがわかった。 

【【資資料料 1122::実実践践⑤⑤ににおおけけるる抽抽出出児児のの振振りり返返りり】】  

((55))実実践践のの考考察察  

①①単単元元全全体体のの振振りり返返りりかかららみみたた抽抽出出児児のの変変容容  

A 

はじめ 最初は「いいね」などがよくわからなかった。 

なか 
だんだんわかるようになってきてその後のこ

とも少しずつわかるようになってきた。 

おわり 
これからもちょっとずつ自分についてわかる

ことを増やしていきたいと思った。 

B 

はじめ 

自分のことをあまりよくわかってなかった

し、できることが少ないのは悪いことだと思

っていた。 

なか だんだんと自分がわかってきた。 

おわり 

ハッキリいうと、できないことがあるから人

生には色々変化があって楽しいと感じるとい

うことがわかった。そして、できないことがあ

るから、助け合えて協力できて、自分も人を支

えていると思いました。 

C はじめ 
最初は、自分には、「いいね」は全然もってな

いと思っていた。 

宝宝ををたたくくささんん持持っってていいるる人人

ががつつままららなないいとと言言っってていいるる  

イイララスストト  

円円ににななっってて、、  

前前のの人人をを自自分分のの膝膝

にに座座ららせせてていいるる  

イイララスストト  
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なか 少し自分に自信がもてたかもしれない。 

おわり 

今だったら、自分の中に「いいね！」をちょっ

ともっているって言えるかもしれない。 

自分のいいねは少ししか思いつかないけど、

みんなのいいねを見つけるのは結構得意にな

ったので、自分のいいねを見つけられるよう

にしたい。 

【【資資料料 1133::単単元元をを通通ししたた抽抽出出児児のの振振りり返返りり】】  

 抽出児の記述から、自己理解の促進や他者と協力し

合うことの大切さに気づくことができたと考えられる。 

②②児児童童のの言言動動にに関関すするる意意味味づづけけのの効効果果  

《事例１：実践②より》 

・授業中、筆者が児童 Fの記述から新たな一面を発見し、

思わず驚きの声をあげた。教師の反応に興味をもって集

まってきた児童が、「え！？知らなかった！」「えー！意

外！！」と、色々な反応をした。本人も嬉しそうな様子

で普段話をしない児童とも楽しそうに会話をしていた。 

【教師の意味づけによる効果】 

・教師の素朴な感情の表出が、児童 Fの自己理解を促した

だけでなく、周りの児童と児童 Fを結びつけるきっかけ

となった。 

《事例２：単元終了後の振り返りにて》 

・抽出児 Aの振り返りに、「はるか先生に自分が気づいてい

ないことをほめてもらったことで自分のいいところを知

れて本当に嬉しかったです。」という記述が見られた。 

【教師の意味づけによる効果】 

・教師(他者)から自分のよさを認められることで、自己理

解が深まる。 

これらのことから、朝の会や帰りの会、ワークシー

トの朱書き、日常会話、授業中など様々な場面で、

「認める」「褒める」機会を拡充させることで、自他

理解の深まりを促すことができたと考えられる。つま

り、教師が児童一人一人のよさを認め、それを児童に

感じさせてあげられるような行動をとっていくことが

大切であるといえる。 

③③成成果果とと課課題題((成成果果：：○○，，課課題題：：▲▲ととししてて示示すす))  

○「できること」「できないこと」を含めて自分であると、

自己を肯定的に捉えることができた。 

○他者と助け合うことの大切さに気づくことができた。 

○自分を大切にしたいと考える児童が増えた。 

▲他者と助け合うことの大切さに気づく認識の変容を促す

ことはできたが、行動の変容までには至っていない。 

▲児童のよさを価値づける時間が十分に確保できていない。 

▲児童の考えから深める授業展開ができていない。 

ⅥⅥ．．授授業業実実践践のの具具体体とと考考察察②②  

((11))パパッッケケーージジ型型ユユニニッットトⅣⅣににつついいてて  

対 象：愛知県公立 T小学校 第 5学年 2組(32 名) 

期 間：令和 4年 11/10(木)〜11/17(木) 

単 元：パッケージ型ユニットⅣ 

［よいチームを目指そう！］ 

これまでのパッケージを通して、互いの個性を認め

合う意識を高めてきた。しかし、一人一人が学級の一

員として自覚を持ち、支え合う意識はまだ低いように

感じていた。そこで、パッケージ型ユニットⅣのテー

マを、「よいチームを目指そう！」とし、行事と関連

付け児童が自己の役割を自覚し、互いの成長のために

協力できる集団を目指すことをねらいとした。以下

は、授業の実践と考察である。 

((22))単単元元計計画画  

テテーーママ：：よよいいチチーームムをを目目指指そそうう！！［［集集団団のの成成長長］］  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

((33))授授業業のの実実際際  

【【実実践践①①】】小小ささなな道道徳徳「「ググルルーーププじじゃゃなないい、、チチーームムだだ」」  

導入で、児童の興味関心を高めるための工夫として

広告の〈チーム〉の部分を隠し、以下の発問をした。 

発問：「日本ハムグループはグループじゃない、〈チーム〉

だ。」の〈〉には、どんな言葉が入ると思いますか？ 

児童からは、「家族」「仲間」「本気」といった様々

な意見が出たところで、〈〉に入る言葉は、〈チーム〉

であると伝えた。そして、グループとチームの違いに

ついて考えを出し合った後、次の発問をした。 

発問：今、このクラスは、グループ・チームどちらですか？ 

 挙手で意思表示させた。チームと答える児童が多く

いたため、紙に○を書くよう指示し問い返しを行っ

た。「その○の大きさがみんなの目指すチームの最大

値だとすると、現在値どんな大きさになるかな？」

と、学級の現状について視覚的に表現させた。する

と、「まだ学級目標を達成できていないから最初の○

より少し小さい○」「○の大きさは変わらないけれ

ど、○の縁をもっと太くできると思う」と、学級の現

状を見つめることができた。その後、「このクラスが

チームになるために、あなたは何ができますか？」と

問い、授業を終えた。教材を通して、学級はチームで

あるという意識を高め、学級目標を再認識させること

ができた。この時、抽出児は以下のように振り返って

いる。 

教教材材名名 ねねららいい

小さな道徳
グループじゃない、チームだ

(日本ハム　広告）

●グループとチームの違いを知り、自分たちのク

ラスの現状はどちらに近いのかを考える。そし

て、グループではなくチームを作っていくために

は何が必要か考えようとする意欲を高める。

道徳①
麦 わ ら の 一 味

(ONE PIECE10 巻：尾田栄一

郎)

●教材をとおして、人は誰かに頼らないと生きて

いけないということを改めて自覚する。そして、

だれにでもある「できること」「できないこと」

を支え合い、助け合うためには、日常生活でどの

ような言動ができるか考え、意欲を高める。

SGE すごろくトーキング！
●学級をテーマにしたすごろくを用いて、自分の

考えを伝え合う。そして、「よいチーム」を目指

そうとする意欲を高める。

道徳② 森の絵(日本文教出版）

●自分がやりたかった女王の役を譲り、やる気を

失ったえり子が、みんなのために絵を描こうと決

めるに至った気持ちの変化を考えることを通し

て、集団の一員として自分の役割を自覚し、集団

全体のことを考えて行動しようとする道徳的態度

を養う。

道徳通信

〈朝の活動〉
森の絵

●ねらいに迫ることができている児童の考えを教

師が問題提起を加え、全体に共有・共感すること

で、思考の広がりや問題意識を高める。
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A：よいチームを目指すためには、自分も何かできることを

見つけて行動しないといけないのかな？ 

B：一人一人が輝くためにも、もっと仲間を大切にしたいし、

困っていたら助けたい。 

C：このクラスのために、自分ができること何かあるかな。。 

【【資資料料 1144::単単元元をを通通ししたた抽抽出出児児のの振振りり返返りり】】  

【【実実践践②②】】道道徳徳授授業業「「麦麦わわららのの一一味味」」  

児童が好きな『ONE PIECE』を教材化し授業を行っ

たことで、普段はあまり乗り気でない児童が、興味を

示し意欲的に授業に参加していた。ルフィが「おれは

助けてもらわねェと生きていけねェ自信がある」とい

う自分のできないことを認めているのにもかかわらず

肯定している場面を提示した。そこで、ルフィは仲間

から厚い信頼を得ている理由について考えた。する

と、「互いに「できること」「できないこと」を支え合

い協力し合うことで仲間の輪が大きくなるのではない

か」「ルフィは戦いに必ず勝つことができて、自分の

役割を全力でやり遂げているから信頼されている」と

いう考えが生まれた。教材から学級を成長させるため

のヒントを見つけることができていた。 

A：クラスの子に頼ってみることも大切なのかもしれない。 

B：一人一人のいいところを探してできないことは麦わらの

一味みたいに協力して助け合えばいいと思った。 

C：互いに信頼し合うことが大切だと思った。クラスのため

に優しさや勇気のある行動をしたいけど…難しい。  

【【資資料料 1155::単単元元をを通通ししたた抽抽出出児児のの振振りり返返りり】】  

【【実実践践③③】】SSGGEE「「すすごごろろくくトトーーキキンンググ！！」」  

概要 

方 法：①グループ(5〜6人)を作成する。 

②さいころをふり、出た目の数だけコマを進める。 

③止まったコマに書いてある質問に答える。 

ねらい：他者理解 

工夫点：①児童の実態に合わせて、手作りのすごろくシー

トを作成した点。 

②意図的なコマを用意し、互いに意見を共有した

り協力し合えたりする機会を用意した点。 

 児童の関係性を深めるため、普段話さないような児

童同士が同グループになるよう編成した。お題は、マ

スを進むに従って徐々に内容の深まる作りになってい

る。実際に使用したすごろくを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活動を通して、「普段はあまり話さない子と話をし

てとっても楽しかった」「クラスの子の新しい発見が

できて嬉しかった」等、児童間に自然と笑顔が生ま

れ、学級全体があたたかい雰囲気になった。 

【【実実践践⑤⑤】】道道徳徳通通信信（（「「森森のの絵絵」」のの補補充充ととししてて作作成成））  

 実践④では、登場人物の文 

男の姿から一生懸命取り組む 

ことで友達にやる気を与えら 

れると気づく児童が多くいた。 

しかし、本気で取り組む文男 

の姿をみて変わろうと決めた 

えり子の気持ちの変化に触れ  【【資資料料 1177::補補充充ししたた視視点点】】 

る視点が不足していた。2人が与えあった影響につい

て深めることで、発表会を一生懸命行うことの意味に

ついてさらに意識を高めることができると考えた。よ

って、道徳通信で補充した。えり子のすごさに視点を

当てていた児童の振り返りを活用し、一生懸命行うこ

とのよさについて考えた。話し合った結果、「みんな

の心が一つになる」「絆が深まる」「自分の頑張りが学

級のレベルアップにつながる」等の意見が出たことか

ら、一人一人の発表会に対する意欲を高めることがで

きた。 

((44))実実践践のの考考察察  

①①単単元元全全体体のの振振りり返返りりかかららみみたた抽抽出出児児のの変変容容  

A 

はじめ 
自分が行動しなくても他の人がやってくれる

からいいやと思っていた。 

なか 

「できること」「できないこと」って人それぞ

れだから、人に任せるんじゃなくて自分の役

割をしっかりとやらないとみんなが困る。 

おわり 

みんなで協力し合えば、いろいろなことがで

きるようになる。これからは、自分もできるこ

とをして仲間のために協力したい。 

B 

はじめ 
ワンピースの授業で、このクラスには、信頼・

絆・協力が少し足りていないと思った。 

なか 

すごろくを楽しみながらこのクラスのいいと

ころを知り、もっとこれからもいいクラスに

していきたいと思った。 

おわり 

この授業で、クラスのいいところもたくさん

わかったけど、できていない部分にもたくさ

ん気づくことができた。もっとみんなのこと

を知って協力し合えるクラスにしたい。 

C 

はじめ 
このクラスがチームになるために、自分にな

にができるかわからなかった。 

なか 

森の絵で、自分が苦手なことも一生懸命取り

組めば、他の人にもやる気を与えられること

がわかった。だから、発表会でも自分のやりた

くない役でも一生懸命やろうと思えた。 

おわり 
発表会を「頑張ってよかった」って思えたし、

一生懸命やることの大切さを知った。ちょこ

必ずストップマス 

[4.11.21] 

みんなで 

協力・交流 

ストップマス 

［16.24.25. 

26.30］ 

投
げ
や
り 

い
き
い
き 

❓  
や

る

気

U
P 

気

づ

け

る

力 

・誰かがやらないといけない 

・苦手だけど努力している姿勢 

・真剣に取り組む＝熱意 

・集中力 

・文男の姿を見て自分の考えや

行動を変えるすごさ 

・めぐみの頑張りにも気づく 

【【資資料料 1166：：手手作作りりすすごごろろくくシシーートト】】  
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っと自分に勇気がもてて、人のために考えて

行動する勇気が出た。 

【【資資料料 1188::単単元元をを通通ししたた抽抽出出児児のの振振りり返返りり】】  

  単元を通した抽出児の振り返りから、一人一人が学

級の一員として自覚を持ち、よりよい学級にしようす

る意識を高めることができたと考えられる。  

②②児児童童のの言言動動にに関関すするる意意味味付付けけのの効効果果  

《事例１：実践③より》 

・すごろくのマスの問いに答えられない児童 

がいた。すると、同じグループの児童が 

「みんなで考えよう！そしたらたくさん 

見つかるんじゃない！」と級友を助ける姿が見られた。

活動後、児童の行動を全体に紹介した。 

【教師の意味づけによる効果】 

・授業での学び(助け合う姿)を意味づけすることで、ほめら

れた本人はもちろん、全体に“助け合う”という行動が具

体化され、児童の学びが持続される。 

《事例２：実践④後》 

・学期初め、係の仕事を忘れがちな児童がいた。しかし、

授業が終わると同時に筆者に駆け寄り、「先生、黒板消し

てもいいですか？」と聞きに来た。自分の役割を自覚

し、できることから行動に移そうとする姿が見られた。 

【教師の意味づけによる効果】 

・「授業で学んだことをすぐに行動に移すことができて素敵

ですね。ありがとう。」と声をかけた。個々の児童の様子

を観察し、よい行動を発見し次第すぐに認める声かけを

することで、集団の中で自分の役割に自信をもって行動

しようとする意欲を高めることができる。 

これらのことから、意味づけをすることで「人の役

に立っている」「自分は認められている」という実感

を得ることができているように感じる。そして、実感

が自信に変わり、集団の中で自己をいかすことができ

るようになったと考えられる。 

③③成成果果とと課課題題((成成果果：：○○，，課課題題：：▲▲ととししてて示示すす)) 

○自己の役割を自覚し、クラスのために進んで働こうとす

る態度を育むことができた。 

○自分のことだけでなく、周りの児童のことを考えて行動

できる児童が増え、困っている人がいたら早く気づくこ

とができるようになった。 

○教師からの意味づけを通して児童に気づきを与えること

で、自己のよさを自覚し、集団の中で自己の役割を責任

もって行おうとする態度を育むことができた。 

▲児童自身に体験活動のめあてや必要感をもたせる意識が

足りなかった。 

▲思いやりに関する授業を扱うことで、支え合える関係性を

より深めることができたのではないか。 

▲授業内で児童の気持ちを高めることができていても、継続

的に実践を行わないと意識の定着は難しい。 

ⅦⅦ．．ままととめめ  

((11))学学級級風風土土尺尺度度をを基基ににししたたアアンンケケーートト結結果果  

  パッケージ型ユニットⅢ・Ⅳの実践を行った 9月

と 11 月に、学級風土尺度を基にしたアンケートを実

施した。学級満足度尺度と学校生活意欲尺度の 2つの

観点から学級内に見られた変化を以下にまとめる。 

①①学学級級満満足足度度尺尺度度  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

【【資資料料 1199::抽抽出出児児のの実実践践前前とと実実践践後後のの学学級級満満足足度度尺尺度度】】  

  わずか２ヶ月という短い期間ではあるが 3人の抽

出児(A，B，C)に変化が見られたことからよい方向に

動いたと考えられる。 

②②学学校校生生活活意意欲欲尺尺度度  

 アンケート結果①は、パッケージⅠで、友達に関す

る単元を扱っていたため、「あなたのクラスには、い

い人だなと思う友だちや、すごいなと思う友達がいま

すか。」という質問に対し、9月・11 月共に「とても

思う」「少し思う」と答える児童が多かった。 

 

 

 

 

  

【【資資料料 2200::アアンンケケーートト結結果果①①】】  

 パッケージⅢでは、自他を肯定的に捉え、互いに認

め合うことが実感できる活動を行った。SGE では、

「友達のすてきミッケ！」を行い、互いに素敵を伝え

合うことで、自他のよさに気づくことができるエクサ

サイズを実践した。児童の振り返りからは、「自分の

意外なことをほめてくれた」「自分に自信をもてるよ

うになった」「自分の知らなかったよさに気づくこと

ができた」など他者から認められる体験から自分の良

さに気がつく児童が多くいた。また、アンケート結果

②も、9月の時点で、クラスの人から認められている

と全く実感できない児童やあまり思わない児童がいた

が、11月では実感できる児童の割合が増え、実感で

きない児童の割合が減った。 

 

 

 

 

  

【【資資料料 2211::アアンンケケーートト結結果果②②】】  
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１４．あなたは運動や勉強、係活動などでクラスの人から認められていると感じますか。 
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２．あなたのクラスには、いい人だなと思う友だちや、すごいなと思う友だちがいますか。 
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 パッケージⅣでは、学級集団における個の役割を自

覚し、互いに協力し合う意欲を高めることをねらいと

した。実際に学級の中で、「給食をみんなで協力し、

残食ゼロを目指す姿」「困っている友達がいたら助け

合う姿」「係活動を積極的に取り組む姿」等様々な場

面で互いに支え合う姿が見られた。アンケート結果か

らも、9月は、「少し思う」「あまりそう思わない」と

答える児童の割合が多かったが、11月は、「とても思

う」と答える児童が増えたことからパッケージのねら

いを達成できたと考える。 

 

 

 

 

  

【【資資料料 2222::アアンンケケーートト結結果果③③】】  

 以上のことから、集団の発達段階に合わせてねらい

を明確にした授業実践を積み重ねることで、児童の認

識や言動の変容を促すことができた。本研究の取り組

みによって、互いに個性を認め合い支え合う意識が高

まったと考えられる。 

((22))研研究究のの成成果果とと課課題題  

  本研究では、2つの仮説に対して、成果を上げ互い

のよさや考えを認め合い、よりよい学級にするために

協力し合おうとする意識を高めることができたのでは

ないかと考える。仮説ごとに、成果(○)と課題(▲)を

以下にまとめる。 

①①仮仮説説 11  

○児童の実態からテーマを設定し、道徳授業と体験活動を

関連付け、パッケージ型ユニットを行った結果、児童に

新たな認識の芽生えや問題意識の持続・向上を促すこと

ができた。 

○児童の思考を刺激する発問や身近な問題として意識づけ

る発問を工夫した結果、問題意識の持続や高まり、認識

の変容を促すことができた。 

○SGE を通して、自他理解を深める体験を多く設定し、仲間

と交流する機会を意図的に作り出すことで、一人一人が

ふれあい、関係性を深めていき集団の輪が広がった。 

▲児童の考えを深めたり、広げたりする授業展開能力が足

りなかった。児童の発言(気づき・つぶやき)をうまく拾

い、全体に切り返す力を身につけていく。 

▲授業の振り返りから、全児童がねらいにせまることがで

きていない。よって、授業を改善する必要がある。教材

ならではのねらいを設定し、導入や児童の思考を刺激す

る発問を工夫していく。 

②②仮仮説説 22  

○教師が児童の言動の変容を意味づけ、「認める」「褒め

る」機会を拡充することで、自分のよさに気づくだけで

なく、互いに認め合うことができた。 

○道徳通信を活用し、授業中や日常生活で見られた児童の

良い姿や行動を全員で共有・共感しあうことで、学級の

中でよい行動が具体化され、一人一人の意識を高めるこ

とができた。 

▲日常生活への変容が見られなかった児童もいる。OPP シ

ートの作成方法を工夫する必要がある。単元の前・後に

同じ問いを設定することで、より多くの児童が自己の変

容に気づくことができるようにする。 

▲集団の中で自己を生かすことができているのだが、自己

理解が乏しい児童がいる。教師や他者からの意味づけが

不足していた。一人一人を的確に把握し、個に寄り添っ

た支援を工夫していく。 

((22))今今後後にに向向けけてて  

 本研究では、「自他のよさに気づき互いに認め合い

集団の中で自己を生かすことができる児童」の育成を

目指すために、道徳の授業や体験活動を柱とした 4つ

のパッケージ型ユニットを組み立てた実践を行った。 

児童の様子やアンケートの結果から研究の成果が見

られた。本研究に取組むきっかけとなった場面は、現

在ほとんどみられない。これは、自分の実践があった

からだけではない。担任の先生や学校の協力、日頃か

ら先生が積み上げてこられた学級経営があったからで

ある。 

 来年度から、正規教員として現場に出る。大学院で

の理論的な学びと実習で得た実践的な学びを往還させ

ながら、一人一人が安心できる学級づくりを目指して

いきたい。 
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Ⅰ はじめに

近年、不登校生徒の増加や子どもたちの自殺など教

育を取り巻く問題がよく取り上げられる。

文部科学省 の「児童生徒の問題行動・不登校

等生徒指導上の諸課題に関する調査」においても、不

登校児童生徒数は 年連続で増加しており、過去最多

となっている。「子ども・若者白書」（ ）では、

年に比べ、 年は将来に希望があると回答した中学

生の割合が 年には ％だったものが、 年

では ％へとやや減少するという結果も示されて

いる。

また、将来に対する希望が持ちづらい一方で、自己

肯定感や自己有用感についても、やや減少傾向にある。

内閣府 「我が国と諸外国の若者の意識に関する

調査 （平成 年度）」において、日本の若者は「私は

自分自身に満足している」に「そう思う」と「どちら

かといえばそう思う」と答えた割合は ％となり、

自己肯定感が低い傾向にあり、諸外国と比べ、低い数

値となっている。

さらに、中学生は将来への不安や自己に対する自信

のなさに加え、進路選択の不安を持ちやすくなる時期

でもある。こうした中学生について、清水 は将

来について不安を持つ生徒は成績等の理由だけではな

く、情緒や感情的な心理的な要因が大きく関係してい

ると指摘している。

また、松井 によれば、中学生が自分を肯定し、

自分の事をよく理解し、肯定できるような気持ちを持

つことが進路決定を行う上で必要だと指摘している。

将来に向けて夢や目標を持つことは必ずしも必須では

ないが、将来を前向きに捉えたり、ありたい姿に向け

て行動していくことが、進路に対する不安を解消する

うえで有効だと考える。中学生にとっては、高校受験

は人生で初めて直面する、選択だといえる。その際に、

自分がどのようなことが得意であるのか、また、好き

であるのかを理解する必要があるだろう。

しかし、中学生が自分自身で自分の事を客観的に理

解することは難しく、ましてやそれを将来の進路選択

につなげて考えることはさらに難しいことだと推測さ

れる。

だからこそ、他者と交流しながら自分を理解したり、

理解した自分の姿をもとにし、将来を考えたりする機

会を学校教育の中でも設けていくことが求められよう。

他者と交流することで、自分が気づいていなかった

自身の姿を理解するきっかけにもなり、知らない世界

に対する興味を喚起するきかっけにもなると予想され

る。

それと同時に、難しいとはいえ自分自身のことにつ

いて内省する時間も重要である。中学生が自分の考え

を持ったり、なりたい姿を描いたり、長期的な視野で

自身のキャリアを考えつつ日々の行動を選択すること

ができる力を育てていくことも必要である。青木・中

島 によると、あこがれを持つことは、意欲やや

る気を高め、目標志向性にも影響を及ぼすことを明ら

かにしている。

一方で、自分を見つめる中ででてくる「ありたい姿」

の捉え方については注意が必要である。ソニー生命

・ が調査した、「中高生が思い描く将来につ

いての意識調査 」では、中学生がなりたい職業ラ

ンキングにおいて男子 位が 、女子 位が芸

能人であった。 年の調査では男子の 位がプログ

ラマー、女子 位が芸能人と男子は 位が変わってお

り、時代の変化に伴って結果も変化している。こうし

た、様々な民間団体が毎年調査結果を発表している「な

りたい職業」を持つことは、人生を豊かにしてくれる

ことはあるだろう。

しかし、なりたい職業がないことが問題ではなく、

必ずなりたい職業を持たなければならないものでもな

い。先にも述べたように、なりたい職業は時代の変化

とともに個人内でも変化するものであるため、職業に

限らず少し先の自分を描くこととしてありたい姿を描

くよう注意が必要である。

また、目標や夢を持っているにもかかわらず、表現

できない生徒もいる。自分の考えや目指すものを表現

し、他者と共有することは、応援や励ましを受け、自

信を持つために有効な手段であろう。そうした活動を

繰り返し行うことで、自己理解も深まり、先述した教

育課題の不安な要素が払拭されるのではないかと考え

る。

Ⅱ 主題設定の理由

はじめにで述べたような課題に対する支援の一つと

して、現在の学習指導要領では学校教育全体を通じた
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